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可動

360度回転

マルチ アイボルトシャックルの動きが自由自在で、重量物の吊り上げ、引き起こしが安全。

No.3606802特許
No.3868439特許

NETIS登録番号 KK-150017-A

国土交通省新技術提供システム

アイボルトでは「横吊り」や「引き起こし作業」は禁止されています。

本当に安全ですか！？
その作業！

販売／

製造／



品　番
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取付けボルト
d
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ボルト締付トルクの目安
（Kgf・m）
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NETIS登録番号№KK-150017-A
特許№3606802/№3868439
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※使用荷重（WLL）とは、1個のマルチアイボルトに負荷することが許容できる静的荷重のことです。

※ボルトのℓ寸法変更については、別途相談御受けいたします。
※本カタログに記載されている製品の形状、仕様は改良のため、予告なく変更することがあります。

マルチ アイボルトは、重量物吊り上げ軸に対し、
360度回転します。
又、吊り方向に対しても180度可動します。

※2個以上のマルチアイボルトを使用しての荷役の時
は、つり角度による張力増加係数を加味した使用荷重
の範囲内でご使用ください。また取付けに際しては、本
品の座面と荷役物体の間に厚ワッシャ等をはさむ取付
けは使用荷重を激減させるため保証ができません。

※繰返しのご使用はできますが、繰返しの使用による金
属疲労からの破損の恐れがありますので、使用の程度
（負荷々重と頻度）に応じたお客様が定める定期点検
を実施してください。

取付ボルトは定期取替え又は磁粉探傷検査等で亀裂
検査を行い、安全を確認して使用してください。

JISアイボルトの使用荷重の3倍の使用が可能となるので、
対象物のネジ穴加工が小さくてすみ、コスト削減になります。

従来のJISアイボルトでの危険を伴った横吊り、斜め吊り、
引き起こし作業時にも安全にご使用いただけます。

マルチ アイボルト
MULTI EYE BOLT

※マルチ アイボルトはRoHS指令に対応した製品です。

※浪速鉄工㈱の本カタログ製品を許可なく無断でホームページ又はカタログ等に掲載、使用することは固くお断りします。

http://www.naniwa-iron.com
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http://www.mikasa-byoura.co.jp


